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保 幼 小 連 携 だ よ り No.10
保幼小連携だよりでは、『宗像市幼児教育振興プログラム』に基づく保育所・幼稚園・認定こども園と小学校・

義務教育学校との連携のための取り組みを紹介します。（市のＨＰにも掲載しています。）

入学後の児童の様子について

園と小学校の情報交換会をメイトムで初の開催！！

①② 園と小学校の教職員による一対一の面談。１組１５分でしたが、あっという間に時間が過ぎてしまいました。
③ 賀来参事から、幼児教育振興プログラムと情報交換会の趣旨について説明を行いました。
④ 市役所職員も、現場の先生方の貴重なご意見を聞かせていただきました。

●
園
と
小
学
校
の
情
報
共
有
の
き
っ
か
け
づ
く
り

6

月
21

日(

金)

に
、
市
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
と
、
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
の
教
職

員
、
39

名
が
メ
イ
ト
ム
に
集
ま
り
、
情
報
交
換
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

「
今
年
、
小
学
校
に
入
学
し
た
児
童
」
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
会
は
、
初
の
取
組
み
で
す
。
普
段
は
、
顔
を

あ
わ
せ
る
機
会
が
な
い
教
職
員
た
ち
が
、
一
堂
に
会
し
、

お
互
い
が
知
る
共
通
の
児
童
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

園
の
先
生
の
中
に
は
、
３
月
ま
で
の
園
生
活
で
は
想

像
も
で
き
な
い
ほ
ど
成
長
し
た
様
子
に
驚
い
た
り
、
小

学
校
生
活
に
馴
染
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
い
た
り
し
て
、

安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
る
方
も
い
ま
し
た
。
3

月
ま
で

の
園
生
活
の
様
子
と
4

月
以
降
の
学
校
生
活
の
様
子
を

語
り
合
う
中
で
、
各
々
の
保
育
活
動
と
教
育
活
動
を
見

直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
情
報
交
換
会
を
き
っ
か
け
に
、

園
と
、
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
の
教
職
員
の
連
携
が

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

～
主
な
意
見
・
感
想
～

（
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
）

・
授
業
中
の
様
子
、
学
校
生
活
の
姿
な
ど
、
詳
し
く
話

が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。

・
ス
ム
ー
ズ
に
小
学
校
生
活
に
移
行
で
き
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
力
が
必
要
な
の
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

・
事
前
に
気
に
な
る
子
ど
も
の
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
15

分
で
は
短
い
が
、
同
一
の
先
生
た
ち
が
今
後
も

継
続
し
て
集
ま
り
話
し
合
う
こ
と
が
、
継
続
し
た
支

援
に
繋
が
る
と
思
う
。

①

③

②
④

（
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
か
ら
）

・
学
校
生
活
で
は
見
と
れ
な
い
子
ど
も
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

・
園
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
、
学
校
で
も
有
効
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

実
践
し
た
い
と
思
っ
た
。

・
園
か
ら
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
（
言
葉
で
は
な
く
、

紙
に
書
い
て
伝
え
る
等
）
が
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。



2020.1 保幼小連携だより

広げよう！特別な配慮を必要とする子どもの理解と支援
平成２９年度から令和３年度までの、宗像市の幼児教育の指針となる「第３期宗像市幼児教育振興プログラ

ム」では、“インクルーシブ教育システムの構築”を、重点目標の一つとしています。その目標の達成には、一貫
した継続性のある支援を充実させることが必要があるため、市・園・学校の教職員が同じ方向性で取り組める
よう、さまざまな研修会等を開催しました。

○ 園長と校長がディスカッション！

● 小学生になった教え子の姿に感動！

６月１３日（木）に、
保育所・幼稚園・認定こ
ども園、小学校・義務教
育学校の園長・校長を対
象とした連絡会を開催し
ました。
当日は福岡教育事務所

の重冨紀子指導主事の講
義のあとに、５～６人の
班に分かれて、「一貫し
た継続性のある指導や支
援」をテーマに協議を行
いました。

○ 現場の保育士・幼稚園教諭
向けの研修会を開催

● 就業後にも関わらず、熱心に受講！

保育所・幼稚園・認定こども園の教職員向けに
「一貫した継続性のある指導及び支援」等につい
て研修会を実施。

○ 市役所職員向け研修会を開催

● 立て割りではなく、横の連携が大事！

笑顔とユーモアがあふれる講義

福岡教育事務所の重冨
紀子指導主事をお招きし、
６月２７日（木）に市役
所職員向けの研修会を実
施しました。
乳幼児の関係施設や発

達支援に携わる職員だけ
でなく、さまざまな部署
の職員が参加しました。
行政ができること、行

政にしかできないこと、
をそれぞれの職員が認識
し、日々の業務にも役立
てていきます。

○ Next…
①令和２年１月３１日（金）赤間くるみ幼稚園で保育参観（第３回保・幼・認・小・義連絡会）
②令和２年２月 ６日（木）小学校統一入学説明会 （問い合わせは各小学校まで）

・今の時代に合った情報共
有の方法を検討しなければ
ならないことが分かった。
（幼稚園園長）

・保育園の見学について敷
居が高いと勝手に思い込ん
でいたので、話が聞けてよ
かった。（小学校長）

①８月８日（木） 経験年数おおむね３年以上
②９月１９日（木） 経験年数おおむね１～３年

豊富な知識や経験を持つ園長・校長ならでは！ 活発な意見が次々と
出て、新たな情報を聞いて驚きの声があがる班もありました。

経験年数に応じた講義内容で、「日ごろの業務
で疑問に思っていたことが解消された」「分かっ
てはいたけど再認識することができ、自信になっ
た」という感想が多くありました。
また、子どもの発達が気になるときの相談先と

して、福岡県から委託された専門機関（下記）が
あることを初めて知った方もいらっしゃいました。

福岡県発達障がい者（児）支援センター
「Life（ライフ）」 ０９２ｰ５５８ｰ１７４１

参加者の声


